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ヘリコプターによる被災者の救助 米軍ヘリコプターへ救援物資を積込み

空中給油・輸送機で支援物資を輸送

防衛省・自衛隊と米軍は、東日本大震災

において災害救援活動を展開しています。



■ ■ 東 日 本 大 震 災 災 害 派 遣 ■ ■

屋外での診療（広野町第１３後方支援隊）

捜索活動（いわき市第８普通科連隊）

学校の資材の移動（いわき市第１３偵察隊）

瓦礫の除去（いわき市第８普通科連隊、第１３施設中隊）

３月１１日に発生した東日本大震災により犠牲になられた方々に対し心より哀悼の

意を表すとともに、被害に遭われた方々に心よりお見舞い申し上げます。

災害発生後、中国四国防衛局管内に所在する陸・海・空の自衛隊からも被災地に部

隊が派遣され、捜索活動、災害復旧や生活支援等の活動を２４時間体制で実施してい

ます。

捜索活動（女川町第１５普通科連隊） 捜索活動（石巻市第５０普通科連隊）



入浴支援活動（第１４後方支援隊）公共施設復旧活動（第４７普通科連隊）

救援物資ＵＳ－１搭載（第３１航空群） 救援物資搭載（第３１航空群）

救援物資車両搭載（第３１航空群） 救援物資Ｃ－１搭載（第３輸送航空隊）

給水支援活動（第７移動警戒隊）救援物資搬入（第３輸送航空隊）



■ ■ 「オペレーション・トモダチ」 ■ ■

Ｑ． 東日本大震災における米軍の災害支援活動として「オペレーション・トモ
ダチ」が行われているが、岩国基地の役割と支援内容について

Ｑ．今回のオペレーションに参加して
いる米海兵隊岩国基地の隊員の印象
や感想について

Ｑ．災害支援において、自衛隊と米軍によるかつてない緊密な連携が行われて
いるが、今回のオペレーションでの自衛隊と米軍の連携の評価について

我々と自衛隊の運用の連携は完璧でありました。すなわちこれは、数年にわたる共同訓練と演習

の成果であると言えます。周防大島町や長門市、下関市で集積され、米海兵隊岩国基地に運び込ま

れ、海上自衛隊のご尽力で前に進めて頂いた災害支援物資を空輸することにより、全く一貫した協

力体制が証明されました。

基地全体の支援態勢の焦点は、３月１１日以降

災害対応を支援することを中心に成っております。

基地の様々な部隊の海兵隊員は多義にわたる業務

や場所、例えば岩国や北日本の拠点などでオペ

レーション・トモダチに参加しましたが、その献

身ぶりと決意は全員が一致団結したものでした。

米海兵隊岩国航空基地は、災害支援を最も必要とする地域へ効率的に人員と物資を流通し、沖縄

と被災地を結ぶエア・ブリッジ（空の架け橋）とシー･ブリッジ（海上輸送の橋）の役割を果たして

おります。捜索救難隊、補給支援、災害援助物資の次から次への輸送は、東北地方の最終目的地に

向かうために全て当基地を通過しました。

４月２６日、辰己局長は、スチュワート米海兵隊岩国航空基地司令官へ東日本大震災における米

軍の災害支援作戦「オペレーション・トモダチ」の謝意を伝えるとともに、この作戦における岩国

基地の役割などについて会談を行い、スチュワート司令官から次のような説明がありました。

岩国基地における「オペレーション・トモダチ」の概要（3月31日現在）

海兵第152航空給油輸送中隊：岩国基地を飛行運用の拠点(ハブ)として約695,000キロの貨物を輸送
海兵第36戦闘補給中隊：世界中から日本国向けに送られてきた人道支援物資の仕分け
自衛隊と協力して、山口県内で収集された食料品などを4回航空輸送
岩国基地内に集められた飲料水、衣料品などの寄付品約4,600キロを仙台に航空輸送



Ｑ．岩国基地における災害などの非常
事態が発生した場合の対応について

Ｑ．岩国基地の運用に当たって、心がけている点について

Ｑ．最後に、日本（岩国市）のみなさ
んにメッセージをお願いします。

幾多の悲惨な災害が発生した今、日本の皆

様とともにお悔やみ申し上げたいと存じます。

基地としては引き続き、あらゆる手を尽くし

て災害支援に当たってまいります。困ったと

きに手を差し伸べるのが友というものです。

日本政府と協調し、米国政府の指示のもと、

岩国基地はあらゆる非常事態に対応するべく準

備が出来ています。

基地においても、市街地においても、全人員の安全並びに保全に重点を置いてます。運用の一つ

一つを実施するにあたり、兵員と装備のリスクを査定し最小限に治める如くできる限りの努力を尽

くして行っているところです。

Ｑ．今回、米軍は岩国市のために被災地の支援物資の輸送を行うなど岩国市
との連携も円滑に進んでいると思うが、今回の支援に関する岩国市との協力
関係の評価について

岩国市のご協力並びにご理解は当方の災害支援活動において絶対的に必要なものです。とても幸

運なことに、我々は基地を受け入れて下さっている地元並びに地方自治体との間にそのような有益

なそして実りのある関係を享受しているところです。

（写真提供：岩国基地報道部）



ゴラン高原輸送隊派遣

ソマリア沖・アデン湾海賊対処派遣

食料品輸送

陸上自衛隊第１４旅団基幹の４３名（隊長・志道桂太郞３陸佐）は、ゴラン高原の国連兵力引き

離し監視軍（ＵＮＤＯＦ）への第３１次ゴラン高原派遣輸送隊要員として派遣されました。

３月３日、第３０次隊との部隊交代がシリア側にあるファウアール宿営地で行われ、３月４日よ

り、およそ半年間の活動を開始しました。

派遣任務として輸送班は、食料品輸送、洗濯物輸送、オイル輸送、現地雇用者輸送等を、分遣班

は、施設器材整備、燃料補給業務、警備道の整備等を実施します。

■■ 防衛施設地方審議会開催 ■■
２月２２日、平成２２年度中国四国防衛施設地方審議会

が開催され、神津会長（中国化薬株式会社社長）ほか審議

会委員５名と、中国四国防衛局から辰己局長ほか１３名が

出席しました。

最初に辰己局長より「防衛計画の大綱及び中期防衛力整

備計画」についての説明を行い、続いて藤代企画部長及び

大石調達部次長から「管内防衛施設の主要事案」について

説明を行いました。

また、委員の方々に防衛に対する理解と知見を深めてい

ただくため、海上自衛隊呉地方総監部を訪れ、概況説明の

後、呉基地係船堀地区で施設及び護衛艦「さみだれ」の現

地視察を行いました。

駐屯地見送り

■ ■ 国際平和協力活動 ■ ■

３月１５日、海上自衛隊呉基地から護衛艦「さざなみ」と「い

なずま」の２隻は、アフリカ東部のソマリア沖・アデン湾におけ

る海賊対処活動のため、第８次派遣隊として出港しました。

呉基地からの派遣は、平成２１年３月に続いて２回目です。

派遣部隊２隻には、隊員約３７０人と海上保

安官８人が乗船。現地で第７次隊と交代し、日

本船舶や外国船舶の護衛活動に当たっておりま

す。

出港式



今回の協議会では、最初に、これまでの協議会確認事項の取り組み状況として、新滑走路運用開

始後は航空機騒音の減少傾向が見られることや、１月３０日に「ＩＷＡＫＵＮＩ日米交流合同コン

サート」が開催されたことなどを報告。次に、協議事項として、住宅防音工事の拡充、地域振興策

等、航空機の騒音規制措置、米軍再編に係る訓練移転の拡充、事件･事故等への適切な対応などにつ

いて幅広く議論が行われました。

幸福への階段

■ ■ 岩国基地に関する協議会開催 ■ ■

２月１７日、米海兵隊岩国基地に係る安心・安全対策について、中国四国防衛局、岩国市、山口

県の３者が共同して問題解決を図るための「岩国基地に関する協議会」の第５回会合が岩国市役所

で開催されました。

中国四国防衛局から辰己昌良局長ら、岩国市から福田良彦市長ら、山口県から渡邉修二総務部理

事が出席。開催に当たり、辰己局長は「解決すべき課題を一つ一つ確認し合いながら、岩国市がよ

り発展するために努力していきたい」と延べ、協議等を行いました。

協議会後に行われた共同記者会見では、福田

市長から住宅防音工事の拡充や地域振興策に係

る経費が平成２３年度政府予算案に計上された

ことについて改めて評価をいただき、また「今

後とも、市民の安心・安全の確保に全力を傾注

し、多くの市民に納得のいくような結果を出す

べく努力していく」旨の発言がありました。



■ ■ 防衛施設建設工事完成 ■ ■

岩国飛行場海自格納庫完成

岩国飛行場乗客ターミナル完成

岩国飛行場滑走路移設事業の工事完成

西側平行誘導路部分

総事業費：約２,５００億円
埋立規模：約２１３ｈａ
埋立土量：約２,０９５万ｍ３

滑走路 ：長さ2,440ｍ×幅60ｍ
誘導路 ：平行誘導路、連絡誘導路(幅23ｍ)
施設 ：航空灯火、管制塔、管理棟、

消防署等

岩国飛行場滑走路移設事業は、同飛行場の運用上、安全上及び騒音上の諸問題を解決し、米軍の

駐留を円滑にするとともに、同飛行場の安定的使用を図るため、滑走路を東側へ１，０００ｍ移設

することとしたものです。工事全体の完成時期は、平成２２年度末頃を見込んでいましたが、事業

の目的を早期に達成するため、主要工事の完成後、平成２２年５月２９日に新滑走路の運用を開始

し、平成２３年３月３１日にすべての工事が完成いたしました。

本事業における工事は、平成８年度から平成２２年度までを要しましたが、その間、工事にご理

解ご協力を頂いた地元、自治体及び関連団体並びに工事関係者の皆様方に改めてお礼申し上げます。

施設概要
建築面積：5,427.92ｍ２

延床面積：6,122.19ｍ２

構造：鉄骨造
(一部鉄筋コンクリート造)

階数：平屋建(一部2階建)

海上自衛隊格納庫は、岩国飛行場の新滑走路の運用等に伴う配置計画の見直しにより建設された

施設で、平成２３年３月３１日に完成しました。

乗客ターミナルは、岩国飛行場を出発、到着、または乗り継ぎする米軍人等の旅客のための施設

で、老朽化のため新たに建替えしたものであり、平成２３年２月２５日に完成しました。

施設概要
建築面積：3,671.13ｍ２

延床面積：4,163.16ｍ２

構造：鉄筋コンクリート造
(一部鉄骨鉄筋コンクリート造)

階数：２階建



■ ■ 松江市立八束小中学校校舎完成 ■ ■

岩国地区消防組合管轄図

■ ■ 高機能防火衣整備 ■ ■

概 要

■防火衣 ２０５着 ■防火衣収納庫 ８１台

岩国市対象分（防火衣：１８６着 防火衣収納庫：７４台 事業費：約３千６百万円）

和木町対象分（防火衣： １９着 防火衣収納庫： ７台 事業費： 約３百万円）

岩国地区消防組合（管理者：岩国市長）は、住民の安心･安全の確保のため、災害時における消防

活動をより安全かつ機動的に行うことができる、防炎性、遮熱性、耐熱性に優れた「国際基準

ISO11613」に対応した防火衣を整備。全消防隊員２０５人に貸与し、収納庫も整備しました。

この整備には、防災に関する事業として、約３千９百万円の米軍再編交付金が使われています。

（写真提供：松江市教育委員会）

島根県松江市は、学校施設の耐震化の重要性を踏まえ、航空自衛隊美保飛行場の西側に所在する

八束小学校及び八束中学校の生徒たちの安心・安全を確保し快適な教育環境を整備するため、平成

２１年度から校舎の建替工事に着手し、この度、県内初の小中一体型校舎が完成しました。

本校舎は、防衛施設周辺の生活環境の整備等に関する法律第３条第２項の規定に基づき、航空機

騒音を防止、軽減するための防音工事費として、約１億９百万円の補助金が使われています。

施 設 概 要

■鉄筋コンクリート造２階建

■建築面積 3,296㎡ ■延床面積 5,248㎡



中国四国防衛局管内の各県では、２月から３月にかけて、今春

に自衛隊や防衛大学校などへの入隊・入校する入隊・入校予定者

（管内約１，０００人）に対して、県防衛協会、県隊友会や全国

自衛隊父兄会県支部連合会が主催する自衛隊入隊・入校激励会が

開催されました。

激励会には、入隊･入校予定者やそのご家族、来賓などが参加。

■ ■ 自衛隊入隊・入校激励会 ■ ■

■ ■ 感謝状の贈呈 ■ ■

自衛隊入隊・入校予定者一人一人と
握手する二井関成山口県知事

激励コンサート

激励会は、主催者挨拶の後、入隊･入校予定者の紹介、来賓祝辞、北澤防衛大臣のビデオメッセー

ジの披露、記念品贈呈、昨年春に入隊した先輩隊員からの激励メッセージ、入隊･入校予定者代表に

よる謝辞及び決意表明、自衛隊音楽隊による激励コンサートなどがあり、盛大に行われました。

２月７日、陸上自衛隊日本原演習場における８１㎜迫撃砲の実弾射撃の実施や日米共同訓練（Ｆ

ＴＸ）の実施など、当省の防衛政策に理解を示され、議会及び地元調整に尽力されるなど、同演習

場の安定的使用に貢献された功績により、前奈義町議会議長 粟井 忠義(あわいただよし) 氏(写真左

側)、前奈義町演習場対策特別委員長 小童谷 進(ひじやすすむ)氏(写真右側)に対して、中国四国防

衛局長から感謝状が贈呈されました。

広島県の激励会

山口県の激励会で祝辞を
述べる辰己局長



■ ■ 人事異動 ■ ■

この人紹介

春の定期人事異動により新しく中国四国防衛局の一員となった職員を紹介します。

防衛補佐官 会計監査官

企画部次長 調達部次長岩国防衛事務所長

３７年間建設業務一筋に勤務、当局総括建設監督官を最後に平成２３年３月３１日付けで退職さ

れ、再任用として引き続き当局の建設業務とともに後輩指導に当たられております 原田 斎(はらだ

いつき) 建設監督官を紹介します。

皆さん、こんにちは、原田 斎です。

振り返りますと、那覇局での通行変更に伴う工事車両事故の心配、大

阪局での建設工事に伴う埋蔵文化財調査、名古屋支局での集中豪雨災害

復旧、当局での海上自衛隊呉史料館（てつのくじら館）や防衛省の一大

プロジェクトである岩国飛行場滑走路移設事業など、多様な業務を経験

しました。再任用について皆様から期待されているのは、これまでの経

験を生かした①適切なアドバイス②若手への指導と考えております。

時代の流れと変化を見極めた態度・言いまわしは、心がけていても会

話が白熱すれば、ついつい手っ取り早い言葉になりがちです。

今後、意見の食い違いにより衝突もあろうかと思われますが、現在の

職場環境は非常に明るく、活気にあふれており、例えそのような状況が

生じても、必ず乗り越えることが出来ると強く信じております。

今後ともよろしくお願い致します。

第２代目の防衛補佐官とし

て着任しました。職種は回転

翼哨戒機（ＳＨ－６０Ｊ）の操縦

士で、海上自衛隊の外で勤務

するのは初体験です。自衛官

の視点をもって幅広い分野で

地方防衛局の任務を理解し、

辰己局長の「懐刀」となれるよ

う、精進してまいります。

昭和５７年４月から３年間、施

設第一係長として提供施設整備

工事の調整に係わりました。当

時、滑走路移設事業は未だ調査

段階で、その後本庁(省)で担当

補佐になるとは夢にも思ってい

ませんでしたが、２２年度末で完

了したのは感無量であります。２

８年後再び勤務することになり頑

張って行きたいです。

業務は局内内部監査や会

計検査院が実施する実地検

査の窓口ですので、地方自治

体等の皆様にはお世話になり

ます。着任早々、５月は同院

の各部署の検査が1ヶ月間連

続で続くまさに荒波の中の船

出となりました。初めての広

島勤務ですが、よろしくお願い

致します。

飯塚祥平
１等海佐

江本孝夫

橋本和人

中谷 豊 山沢秀典



■ ■ 平成２３年度防衛省職員採用試験のお知らせ ■ ■

種類 試 験 区 分 受 験 資 格
申込用紙
配 布
開 始 日

受付
期間

第１次
試験日

第２次
試験日

最 終
合 格 者
発 表 日

Ⅲ
種
試
験

一 般 事 務
電 気
機 械
土 木
建 築

平成２年４月２日～平成６年４月
１日生まれの者

５
月
16
日

（月）

7月1日
（金）

９
月
25
日

（日）

10
月
下
旬

11
月
18
日

（金）

～

7月19日
（火）

採用試験の詳しい情報はホームページをご覧下さい
●防衛省ホームページ

（URL） http://www.mod.go.jp/
●中国四国防衛局ホームページ

（URL） http://www.mod.go.jp/rdb/chushi/

＊受験案内・パンフレットの請求またお問い合せ等は下記までお願いします

〒730-0012 広島市中区上八丁堀6-30広島合同庁舎4号館7階
中国四国防衛局総務課人事係 ℡ 082-223-7105

▲23年度版パンフレット

■ ■ 第１術科学校で海上自衛隊生徒最後の卒業式 ■ ■

第１術科学校では、同校の存在・活動を象徴する親しみやすいロゴマーク及びイメージキャラク
ターを募集しております。

募集期間：平成２３年２月２５日（金）～８月２６日（金）
お問い合わせ先：海上自衛隊第１術科学校総務課広報係 0823-42-1211（内線2016）
第１術科学校ホームページ
（URL）http://www.mod.go.jp/msdf/onemss/index.html

１術校がもっと身近になるデザイン大募集

海上自衛隊第１術科学校では、 ３月２７日、同校生徒部の最後となる第５３期海上自衛隊生徒

（３９人）の卒業式が行われました。

卒業式は、江田島市長、海上幕僚副長（海幕長代理）、呉地方総監、中国四国防衛局長をはじめ
部内外の多数の来賓、卒業生徒家族や生徒出身者を含む約１，０００人が出席し、国歌斉唱、学校
長からの卒業証書授与、呉地方総監からの昇任申渡し、卒業生代表による服務の宣誓、校長式辞、
海上幕僚長の訓辞（海上幕僚副長代読）、江田島市長からの祝辞を受けるなど、厳粛な中に終了し
ました。

最後の卒業生たちは、それぞれの思い出をタイムカプセルに詰め、同校の生徒資料室に保管し、
定年を迎える３５年後に開封する約束をしています。
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